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平成３０年度第３回公立大学法人熊本県立大学教育研究会議 議事録 

 

日 時：平成３０年６月２５日（月）１４時３０分～１５時４０分 

場 所：熊本県立大学大会議室 

出 席：学長 半藤 英明 

副学長 堤  裕昭 

事務局長              田中 純二 

文学部長 鈴木 元  

環境共生学部長   松添 直隆 

総合管理学部長     進藤 三雄 

地域連携・研究推進センター長    丸山 泰 

学術情報ﾒﾃﾞｨｱｾﾝﾀｰ長 村尾 治彦 

環境共生学研究科長          北原 昭男 

学校法人 九州ルーテル学院長    内村 公春 

熊本県公立高等学校長会長      和久田 恭生 

欠 席：崇城大学教授・九州大学名誉教授   山田 耕路 

事務局：斉藤事務局次長、多田隈教務入試課長、西嶋学生支援課長、前田総務課長、脇上

企画調整室長、脇地域連携・研究推進センター事務長、安達学術情報メディアセ

ンター事務長、平山教務入試課班長 

 

１ 開会 

 

２ 学長挨拶 

 

３ 議事  

（１）審議事項 

① 「平成 29年度業務実績・第２期中期目標期間業務実績に係る自己点検・評価」及び

「平成 29年度業務実績報告書」・「第２期中期目標期間業務実績報告書」について事務

局企画調整室から、資料１、１－２、１－３に基づき以下の説明があった。 

  第２期中期計画の年度計画に基づく平成 29 年度の業務実績の評価と第２期中期目標

期間が平成 29年度で終了したことに伴う６年間の業務実績の評価お願いする。自己点

検評価委員会での審議を経て、本日の教育研究会議での審議、経営会議と理事会でも

審議いただき、その結果をホームページで公表する予定。第２期中期計画で重点的に

取り組む項目は 65 あり、平成 28 年度までに達成している 17 項目を除いた 48 項目に

ついて取り組んできた。十分実施したＡ評価が 47項目、おおむね実施のＢ評価が１項

目という評価となった。以上より、平成 29年度年度計画は、ほぼ順調に実施できたと

総括している。第２期中期目標期間である平成 24 年度から 29 年度までの６年間の実

績については、取り組んできた 65 項目の評価で、Ａ評価が 63 項目、Ｂ評価が２項目

となっている。平成 29年度の業務実績報告書、第２期中期計画業務実績報告書につい

ては、本日の教育研究会議、今後の経営会議、理事会で審議を受けた後、設立団体で
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ある熊本県の法人評価委員会の評価を受ける予定。 

 

     審議の結果、案のとおり承認した。 

 

② 学長選考会議委員の選出について 

   「学長選考会議委員の選出について」事務局企画調整室から、資料２に基づき「経

営会議と教育研究会議からそれぞれ３名ずつ委員の選出を行う必要がある。任期は

委嘱の日から各審議機関における委員の任期満了日まで。平成３０年度は開催の予

定は今のところ無い。」との説明があった。 

 

   審議の結果、鈴木文学部長、北原環境共生学研究科長、内村学校法人九州ルーテル

学院長が選出された。 

 

（２）報告事項 

① 熊本県立大学未来基金について 

企画調整室から、資料３に基づき、熊本県立大学未来基金について「平成 29 年度

収支状況は、一般寄附金が約 30 万円、特定目的寄付金が 750 万円、受取利息を加え

約 780 万円となっている。支出状況は修学支援に 620 万円、海外留学支援に約 102

万円、国際化事業に約 65万円で管理費を合わせて約 788 万円。未来基金の収支状況

だが平成 29 年度までの寄付金の総額は約１億１千５百万円、支出は約 5100 万円で

収支残は約 6400 万円となっている。」との報告があった。 

 

②  平成 30 年度新入生アンケート調査結果について 

    事務局教務入試課から、資料４に基づき、「平成 30 年４月のオリエンテーション

時に学部新入生を対象として実施した。質問項目は全 21 項目で、『本学受験を決め

る際に重視したもの』『本学受験を決める際に誰に影響を受けたか』『本学に対する

イメージ』『本学のことで最も知りたかったこと』や『本学の入試のことを調べる際

に最も便利だったもの』等について質問している。アンケートの回収率は 99％だっ

た。」との説明があった後、資料に基づいてアンケート結果概要等について報告があ

った。 

 

４ その他 

    

次回日程  平成３０年度第４回 ７月１７日（火）午前１０時２０分～ 

本部棟２階 大会議室 

 

５ 閉 会  


